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(57)【要約】
【課題】ＴＦＴ液晶表示装置において、低耐圧なデータ
ドライバ回路を用いて、画質劣化の少ない表示が得られ
るドット反転駆動を低コスト、低消費電力で実現する。
【解決手段】データドライバ回路を、低電位領域Ａ、中
間電位領域Ｂ，高電位領域Ｃに分割し、それぞれの相対
的な耐圧を等しくする。低電位領域Ａから高電位領域Ｃ
への電源電圧の伝送と、映像信号の伝送とは、全て中間
電位領域Ｂを経由する。これにより、各領域の耐圧を低
く抑えることができる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力されたディジタル映像信号に応じて生成した低電位側アナログ信号と高電位側アナ
ログ信号を、前記低電位側アナログ映像信号を出力する出力端子と高電位側アナログ映像
信号を出力する出力端子とからデータ線に出力するデータドライバ回路と、
　前記データドライバ回路の出力端子とデータ線との接続を切り替える第１のスイッチア
レイと、
　千鳥配置された画素を１水平ライン単位で順次選択するゲート電圧を生成して、ゲート
線に出力するゲートドライバ回路と、
　千鳥配置された画素の内の１垂直ラインの画素に、隣接する２本のデータ線からアナロ
グ映像信号を供給する表示装置において、
　前記データドライバ回路は、低電位側アナログ映像信号を生成する第１の領域と、高電
位側アナログ映像信号を生成する第２の領域と、中間電位を生成する第３の領域とに分か
れていることを特徴とする表示装置
【請求項２】
　前記第１、第２及び第３の領域の相対的な耐圧が同じであることを特徴とする請求項１
に記載の表示装置
【請求項３】
　前記第１の領域は、外部から供給される電源電圧を昇圧する第１の昇圧回路と、前記第
１の昇圧回路が出力する電圧レベルに映像信号を変換する第１のレベルシフタと、前記第
１のレベルシフタからの映像信号を、第１の昇圧回路が出力する電圧と外部から供給され
る電源電圧との間の電圧レベルに変換する第２のレベルシフタと、前記第１の昇圧回路が
出力する電圧を用いて第１のレベルシフタが出力する映像信号から低電位側アナログ映像
信号を生成する第１のＤＡ変換回路とを備え、
　前記第３の領域は、前記第１の昇圧回路が出力する電圧と前記第２のレベルシフタが出
力する信号により昇圧する第２の昇圧回路と、前記第２のレベルシフタが出力する信号を
第２の昇圧回路が出力する電圧と外部から供給される電源電圧との間の電圧レベルに変換
する第３のレベルシフタと、前記第３のレベルシフタが出力する信号を第２の昇圧回路が
出力する電圧と第１の昇圧回路が出力する電圧との間の電圧レベルに変換する第４のレベ
ルシフタとを備え、
　前記第２の領域は、前記第４のレベルシフタが出力する信号と第２の昇圧回路が出力す
る電圧に応じて昇圧する第３の昇圧回路と、前記第４のレベルシフタが出力する信号を第
３の昇圧回路の出力する電圧と第１の昇圧回路の出力する電位との間の電圧レベルに変換
する第５のレベルシフタ回路と、前記第３の昇圧回路が出力する電圧を用いて第５のレベ
ルシフタが出力する映像信号から高電位側アナログ映像信号を生成する第２のＤＡ変換回
路とを備えることを特徴とする請求項１に記載の表示装置
【請求項４】
　前記データ線に保持されているアナログ映像信号をリセットするためのリセット電圧を
データ線に供給するための第２のスイッチアレイを備えることを特徴とする請求項３に記
載の表示装置
【請求項５】
　前記データ線が保持するアナログ映像信号の極性と逆の極性であるアナログ映像信号を
新たにデータ線に保持させる場合に、逆の極性であるアナログ映像信号を前記第１のスイ
ッチアレイからデータ線に印加する前に、前記第２のスイッチアレイを介してリセット電
圧を供給することを特徴とする請求項４に記載の表示装置
【請求項６】
　前記リセット電圧は、前記第１の昇圧回路が出力する電圧とほぼ等しいことを特徴とす
る請求項４又は５に記載の表示装置
【請求項７】
　前記リセット電位は２つの電位を有し、
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第１のリセット電位は前記第１のＤＡ変換回路が出力する電圧範囲の任意の電位であり、
第２のリセット電位は前記第２のＤＡ変換回路が出力する電圧範囲の任意の電位であり、
　前記第２のスイッチアレイは、
前記データ線に保持される電位が、前記低電位側アナログ映像信号から前記高電位側アナ
ログ信号に変更される場合に、前記データ線を前記第２のリセット電位に接続し、
前記データ線に保持される電位が、前記高電位側アナログ映像信号から前記低電位側アナ
ログ信号に変更される場合に、前記データ線を前記第１のリセット電位に接続することを
特徴とする請求項４又は５に記載の表示装置
【請求項８】
　前記リセット電圧は、前記ゲートドライバ回路から出力されることを特徴とする請求項
４ないし７のいずれかに記載の表示装置
【請求項９】
　前記第１の昇圧回路の出力端子と前記第１の昇圧回路の出力電圧を保持する容量との接
続を制御する第１のスイッチと、
　前記容量に保持された電圧をリセット電圧としてデータ線に供給するための第２のスイ
ッチアレイとを備え、
　前記逆の極性であるアナログ映像信号を第１のスイッチアレイからデータ線に印加する
前に、前記第２のスイッチアレイを介してリセット電圧を供給する場合に、前記第１のス
イッチをオフの状態にしてから前記第２のスイッチアレイをオンの状態とし、
　前記リセット電圧を供給しない場合には、第２のスイッチアレイをオフの状態とし、前
記第１のスイッチをオンの状態とすることを特徴とする請求項４ないし６のいずれかに記
載の表示装置
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アクティブマトリクス型の表示装置であるＴＦＴ液晶ディスプレイに係り、
画質劣化の少ない表示を低消費電力かつ低コストで実現する表示装置に関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
　現在、アクティブマトリクス型の表示装置であるＴＦＴ液晶ディスプレイ（以下「ＬＣ
Ｄ」という。）は、薄型、高精細、低消費電力といった特徴から携帯電話機を初めとした
携帯情報端末などの表示装置として広く利用されている。ＬＣＤは、水平・垂直方向にマ
トリクス状に配列された各液晶画素に実装された薄膜トランジスタ（以下「ＴＦＴ」とい
う。）のオン／オフをゲートドライバから出力されたゲート電圧によって制御することで
データドライバから出力されたデータ電圧を液晶へ印加し、コモン線電位（Ｖｃｏｍ）と
の電位差によって液晶の透過／非透過を制御する。
【０００３】
　液晶の特性として、印加する電圧の極性（電位レベル）をある間隔で第一極性（Ｖｃｏ
ｍより電位の高い正極）から第二極性（Ｖｃｏｍより電位の低い負極）へ、または、第二
極性から第一極性へと反転させる交流化駆動が必要であることが知られている。
　携帯端末用のＬＣＤにおける液晶の交流化としては、全ての液晶画素が同じ極性になる
ようにしておき、更にフレーム毎に全ての液晶画素の極性を反転させるフレーム反転駆動
と、水平方向では全ての液晶画素の極性が同じであるが垂直方向ではＮライン毎に液晶画
素の極性が反転するようにしておき、更にフレーム毎に全ての液晶画素の極性を反転させ
るライン反転駆動が一般的である。
【０００４】
　さらに、データ線電位の極性を反転させるだけでなく、コモン線電位も同時に反転させ
るコモン反転駆動を組み合せることで、データ線電位の振幅を抑え消費電力を低減する駆
動方法が携帯端末用のＬＣＤでは一般的に行われている。ただし、フレーム反転駆動やラ
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イン反転駆動では、ＬＣＤに少なからずスミア（水平・垂直方向にスジが発生する現象）
やフリッカ（画面がちらついて見える現象）が発生し画質が劣化する。
【０００５】
　こうした画質劣化の少ない表示を得るためには、水平・垂直の両方向で液晶画素毎に極
性を反転させ、更にフレーム毎に全ての液晶画素の極性を反転させるドット反転駆動によ
る液晶の交流化が有効であるが、ドット反転駆動を行うとＬＣＤを駆動するドライバＬＳ
Ｉの高耐圧化や消費電力の増加といった新たな問題が発生する。ただし、特に、携帯電話
機においては、録画した動画の再生やＷｅｂサイトの閲覧といった機能を携帯電話機で利
用するユーザの増加に伴い、高画質でかつ一度に多くの情報を表示できるようにＬＣＤの
高解像度化が要求されるようになっており、低消費電力かつ低コストのドット反転駆動の
実現が望まれている。
【０００６】
　上記のドット反転駆動によって発生する問題の内、特に、消費電力に関する対策として
、下記特許文献１に記載されているように、ＬＣＤ内部においてデータ線に接続する液晶
画素を、隣り合った液晶画素が異なるデータ線に接続される千鳥配置にし、併せてドライ
バＬＳＩの出力部を第一極性用と第二極性用に分けることで、ドライバＬＳＩ内部におけ
るデータ線電位の振幅を従来のドット反転駆動から半分に抑えて低消費電力化を実現する
駆動方法が提案されている。
【特許文献１】特開２００６－１７１７２９
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　従来の技術では、ドライバＬＳＩ内部のデータ線電位の振幅を抑えることは可能である
が、ＬＣＤ内部のデータ線では第一極性と第二極性用の両極性の電圧が印加されるため、
従来のコモン反転駆動と比較するとドライバＬＳＩ出力部に関して高耐圧化が必要となり
、ドライバＬＳＩの高コスト化や回路面積及び消費電力の増加が課題となる。このように
、ＬＣＤにおいて画質向上のためドット反転駆動を取り入れると、ドライバＬＳＩの高耐
圧化による高コスト化や回路面積の増加が課題となる。本発明では、低耐圧なドライバＬ
ＳＩによるドット反転駆動が実現可能な表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題の解決のために、本発明におけるＬＣＤを駆動するドライバＬＳＩの内、特に
、データドライバでは、その出力部を第一極性用と第二極性用に分け、併せてＬＣＤの液
晶画素を千鳥配置にすることで、ドット反転駆動時におけるデータ線電位の振幅の低減を
行う。さらに、１ライン毎にスイッチアレイよってデータ線電位の極性を切り換える必要
があるが、その際に、スイッチアレイによって一度データ線をコモン線とショートさせて
、データ線の極性が反転する前にデータ線電位をＶｃｏｍ電位まで強制的に遷移させるこ
とで、データドライバの出力部に対する負荷の軽減を図る。これにより、従来は、第一極
性と第二極性との間の電位差に対する耐圧が必要であったデータドライバの出力部が、第
一極性電極とＶｃｏｍとの間、及び、第二極性電極とＶｃｏｍとの間の電位差に対する耐
圧のみとなり、低耐圧化が可能となる。
【０００９】
　一方、データドライバ内部では、外部から入力される映像信号を第一極性又は第二極性
へレベルシフトし、その信号をＤＡ変換回路に通すことでディジタル映像信号から液晶へ
印加するアナログ電圧を生成するが、特に、レベルシフタにおいて入力映像信号レベルか
ら一度に目標の電位レベルにシフトさせるのではなく、データドライバ内部を、第一極性
の電位を扱う領域と、第二極性の電位を扱う領域と、その中間電位を扱う領域の３つの領
域に分け、各領域のレベルシフタを経由して徐々に電位レベルをシフトさせることでレベ
ルシフタの低耐圧化が可能となる。さらに、データドライバに内蔵された電源回路によっ
て、第一極性用と第二極性用の電源を昇圧回路で生成するが、その際に、入力映像信号と
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同様に、各領域の昇圧回路を経由して徐々に昇圧を行うことで、電源回路の低耐圧化が可
能となる。
【００１０】
　このように、データ線電位の振幅の低減と併せて、データドライバの出力部及びデータ
ドライバ内部のレベルシフタや電源回路の低耐圧化を行うことで、ドライバＬＳＩ全体の
低耐圧化を実現する。
【発明の効果】
【００１１】
　以上、本発明によれば、ドット反転駆動を低耐圧なドライバＬＳＩによって実現でき、
画質劣化の少ないドライバＬＳＩの低コスト化かつ低消費電力化が可能となる。本発明は
、携帯電話機及び携帯情報端末などの液晶表示装置に利用される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、図面を用いて、本発明の実施例を説明する。
【実施例１】
【００１３】
　図１は、本発明に係る表示装置の構成図である。図１に示す表示装置は、データドライ
バ回路１００とゲートドライバ回路１０１と液晶パネル１０２によって構成される。
【００１４】
　データドライバ回路１００は、その内部に、このデータドライバ回路１００とゲートド
ライバ回路１０１とを制御する信号の生成や入力された映像信号に対しディジタル信号処
理を行うタイミングコントローラ１０３と、データドライバ回路１００を駆動する電圧を
生成する電源回路（ＤＣＤＣ変換回路）１０４と、データ電圧を生成する参照電圧生成回
路１１２を備えており、入力された映像信号から液晶パネル１０２を駆動するデータ電圧
を出力する。
【００１５】
　次に、ゲートドライバ回路１０１は、その内部に、このゲートドライバ回路１０１を駆
動する電圧Ｖｇｈ、Ｖｇｌを生成する電源回路１０５を備えた構成であり、液晶パネル１
０２を駆動するゲート電圧を出力する。
【００１６】
　最後に、液晶パネル１０２は、その内部に、データドライバ回路１００と接続されたデ
ータ線１０６と、コモン線１０９と、ゲートドライバ回路１０１と接続されたゲート線１
０７とによってＴＦＴ１０８を駆動することで、映像が表示される表示領域１１１によっ
て構成される。また、表示領域１１１と併せて、データ線１０６の極性をゲートドライバ
回路１０１から出力される制御信号ＳＡによって切り換え可能なスイッチアレイＡ、制御
信号ＳＢによって切り換え可能なスイッチアレイＢ、及び、制御信号ＥＱによって切り換
え可能なスイッチアレイＱを備えている。
【００１７】
　続けて、データドライバ回路１００の内部構成及び動作を説明する。データドライバ回
路１００は、タイミングコントローラ１０３から入力されたディジタル映像信号を、液晶
画素１１０に印加するアナログ電圧へ変換し、アンプなどで構成される出力回路を介して
出力端子から液晶パネル１０２のデータ線１０６へ出力する機能を有する。
【００１８】
　本発明では、特に、このデータドライバ回路１００の低耐圧化に向け、出力端子を、図
２に示すように、第一極性用（正極：「ＶＨ～Ｖｃｏｍ」と仮定する）の出力端子ＴＡと
、第二極性用（負極：「Ｖｃｏｍ～ＶＬ」と仮定する）の出力端子ＴＢとに分割し、デー
タ線電位の振幅の低減を行う。
【００１９】
　なお、これ以降、ＶＨを１０Ｖ、Ｖｃｏｍを５Ｖ、ＶＬを０Ｖ、電源電圧を２．５Ｖと
定義する。データドライバ回路１００は、図２に示すように、第二極性用の電位５Ｖ～０
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Ｖを扱う領域Ａと、第一極性用の電位１０Ｖ～５Ｖを扱う領域Ｃと、その中間電位７．５
Ｖ～２．５Ｖを扱う領域Ｂに分かれている。
【００２０】
　データドライバ回路１００では、初めに領域Ａにおいてタイミングコントローラ１０３
からシリアルに入力された映像信号を、レベルシフタＡによって５Ｖ～０Ｖレベルの映像
信号２００へレベルシフトさせる。この後、第一極性用と第二極性用に処理を行うフロー
を分割し、これ以降、出力端子まで別系統で処理を行う。
【００２１】
　まず、第二極性側では、映像信号２００の内、シリアルに入力された映像信号からラッ
チ回路制御信号２０１によって、第二極性出力用の１／２ライン分の映像データをラッチ
回路２０２に格納し、一括してＤＡ変換回路２０３にてディジタル映像信号をアナログデ
ータ電圧へ変換し、出力回路２０４を介して、第二極性用の出力端子ＴＢへ出力する。な
お、この際、ラッチ回路２０２を制御する信号２０１もレベルシフタＡにて５Ｖ～０Ｖに
レベルへシフトさせる。
【００２２】
　一方、第一極性側では、映像信号２００をレベルシフタＢにて、領域Ｂで扱う電位に収
まる５Ｖ～２．５Ｖの映像信号２０５にレベルシフトさせて領域Ｂへ送信する。次に、領
域Ｂにおいて、映像信号２０５をレベルシフタＣによって、７．５Ｖ～２．５Ｖの映像信
号２０６にレベルシフトさせ、その後、レベルシフタＤによって、映像信号２０６を領域
Ｃで扱う電位に収まる７．５Ｖ～５Ｖの映像信号２０７にレベルシフトさせて領域Ｃへ送
信する。最後に、領域Ｃにおいて、映像信号２０７をレベルシフタＥによって、第一極性
用の電位である１０Ｖ～５Ｖの映像信号２０８にレベルシフトさせる。そして、シリアル
に入力された映像信号２０８からラッチ回路制御信号２０９によって、第一極性出力用の
１／２ライン分の映像データをラッチ回路２１０に格納し、一括してＤＡ変換回路２１１
にてディジタル映像信号をアナログ電圧へ変換し、出力回路２１２を介して第二極性用の
出力端子ＴＢへ出力する。なお、この際、ラッチ回路２１０を制御する信号２０９もレベ
ルシフタＡ、レベルシフタＢ、レベルシフタＣ、レベルシフタＤ、レベルシフタＥにて領
域Ｃで扱う電位１０Ｖ～５Ｖにレベルシフトさせる。
【００２３】
　このように、データドライバ回路を、領域Ａ、領域Ｂ、領域Ｃに分割し、複数のレベル
シフタを介して、入力された映像信号レベルを第一極性の電位までレベルシフトさせるこ
とによって、各領域における相対的な耐圧が５Ｖの低耐圧で可能となる。レベルシフトさ
れた映像信号の電位の遷移を図３に示す。
【００２４】
　また、映像信号だけでなく領域Ａ、領域Ｂ、領域Ｃへ電源を供給する電源回路１０４は
、通常であれば電源電圧から第一極性用の１０Ｖを生成する必要があるため最大で１０Ｖ
～０Ｖの高耐圧が必要となるが、本実施例では、映像信号と同様に、電源回路１０４につ
いても、チャージポンプで構成された昇圧回路Ａ、昇圧回路Ｂ、昇圧回路Ｃの３段階を踏
んで徐々に２．５Ｖを１０Ｖまで昇圧することで、高耐圧が必要な部分の削除を図る。
【００２５】
　この電源回路１０４の内部構成を図４に示し、その動作を説明する。図４において、ま
ず、昇圧回路Ａでは、入力された電源電圧２．５Ｖと昇圧回路Ａ用制御信号４００とから
５Ｖを生成する。次に、昇圧回路Ｂでは、昇圧回路Ａで生成した５Ｖと昇圧回路Ｂ用制御
信号４０１とから２．５Ｖを基準として７．５Ｖを生成する。ただし、昇圧回路Ｂ用制御
信号４０１は、領域Ｂで扱う電位７．５Ｖ～２．５Ｖでなければならないため、レベルシ
フタＡとレベルシフタＢとを介して、その電位をレベルシフトさせる。最後に、昇圧回路
Ｃで、昇圧回路Ｂで生成した７．５Ｖと昇圧回路Ｃ用制御信号４０２とから５Ｖを基準と
して１０Ｖを生成する。ただし、昇圧回路Ｃ用制御信号４０２は、領域Ｃで扱う電位１０
Ｖ～５Ｖでなければならないため、レベルシフタＡ、レベルシフタＢ、レベルシフタＣ、
レベルシフタＤを介して、その電位をレベルシフトさせる。
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【００２６】
　このように、映像信号のレベルシフトと同様に、電源回路１０４において、複数の昇圧
回路を介して、２．５Ｖから１０Ｖを生成することによって、各領域における電源回路１
０４の相対的な耐圧が低耐圧の５Ｖとなる。この電源電圧の遷移を図５に示す。
【００２７】
　以上のように、データドライバ１００を、領域Ａ、領域Ｂ、領域Ｃに分割し、各領域が
５Ｖの相対的な耐圧になるように、映像信号と電源電圧とをレベルシフトすることで、デ
ータドライバ回路１００全体の低耐圧化が可能となる。
【００２８】
　次に、データドライバ回路１００によって駆動される液晶パネル１０２の動作について
説明する。図１に示すように、スイッチアレイＡとスイッチアレイＢは、データドライバ
回路１００の第一極性用出力端子ＴＡ及び第二極性用出力端子ＴＢとデータ線１０６を接
続するためのスイッチであり、同時にオンにならないように１フレーム毎にオン／オフを
切り換えることで、図６（１）のフレームＡ（スイッチアレイＡがオン、スイッチアレイ
Ｂがオフの状態）と、図６（２）のフレームＢ（スイッチアレイＡがオフ、スイッチアレ
イＢがオンの状態）で液晶画素の極性を反転させることが可能となる。
【００２９】
　この時のタイミングチャートを図７に示す。図７のデータ線Ｄ１に着目すると、フレー
ムＡでは、スイッチアレイＡがオンになり第一極性用の出力端子ＴＡ１と接続され、デー
タ線Ｄ１には第一極性の電位の映像信号が出力される。また、フレームＢでは、スイッチ
アレイＢがオンになり第二極性用の出力端子ＴＢ１と接続され、データ線Ｄ１には第二極
性の電位の映像信号が出力される。
【００３０】
　一方、データ線Ｄ１と対になるデータ線Ｄ２に着目すると、フレームＡでは、スイッチ
アレイＡがオンになり第二極性用の出力端子ＴＢ１と接続され、データ線Ｄ２には第二極
性の電位の映像信号が出力される。また、フレームＢでは、スイッチアレイＢがオンにな
り第一極性用の出力端子ＴＡ１と接続され、データ線Ｄ２には第一極性の電位の映像信号
が出力される。このように対となる隣り合ったデータ線の極性を反転させることで、ドッ
ト反転駆動が実現できる。
【００３１】
　ただし、スイッチアレイＡとスイッチアレイＢのオン／オフを切り換えてデータ線１０
６の極性を反転させる際に、第一極性用の出力端子ＴＡ及び第二極性用の出力端子ＴＢと
データ線１０６とに残留した電荷によって、最大で１０Ｖ～０Ｖの電位差が発生する。こ
のため、データ線１０６の極性を反転させる際は、スイッチアレイＡとスイッチアレイＢ
を共にオフにして、データ線１０６とデータドライバ回路１００とを切り離した状態にし
ておき、併せて制御信号ＥＱによってスイッチアレイＱをオンにし、ゲートドライバ回路
１０１において生成したＶｃｏｍ電圧と同電位の５Ｖを供給するリセット電圧線１１３と
データ線１０６とを接続することで、データ線１０６を５Ｖの電位に強制的に遷移させ、
第一極性用の出力端子ＴＡでは最大で１０Ｖ～５Ｖ、第二極性用の出力端子ＴＢでは最大
で５Ｖ～０Ｖの５Ｖの電位差に抑えることができ、データドライバ回路１００の出力端子
ＴＡ及びＴＢにおいても低耐圧化が可能となる。なお、ゲートドライバ回路１０１は、１
０Ｖ～０Ｖより電位差の大きいＶｇｈ～Ｖｇｌ間の耐圧を持っているため、リセット電圧
線１１３とデータ線１０６とを接続してもゲートドライバ回路１０１の耐圧に影響するこ
とはない。
【００３２】
　また、図１に示す液晶パネル１０２は、液晶画素１１０の配置が千鳥配置のため、例え
ば、液晶画素１１０が、左からＲＧＢを構成するサブピクセルとし、スイッチアレイＡが
オンであるとすると、データドライバ回路１００の出力端子ＴＡ１から１ライン目では、
液晶画素１にＲ用のデータ電圧が出力されるが、２ライン目では液晶画素７のＧ用のデー
タ電圧が出力される必要がある。このように、データドライバ回路１００では、スイッチ
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アレイのオン／オフの状態や、出力先のラインに応じてシリアルに入力された映像信号の
並び替えなどが必要になるが、こうした処理は、タイミングコントローラ１０３にて行う
。
【００３３】
　なお、これまで説明した液晶パネル１０２は、データドライバ回路１００の各出力端子
が、１つのデータ線１０６を制御する構造であるが、１つの出力端子が、複数のデータ線
１０６を制御する図８に示すようなＲＧＢ時分割駆動が可能な液晶パネル１０２の構造で
もよい。ＲＧＢ時分割駆動では、スイッチアレイＡ及びスイッチアレイＢと、ゲートドラ
イバ回路１０１から出力される時分割制御用の制御信号ＳＣ、制御信号ＳＤ、制御信号Ｓ
Ｅによって切り換え可能なスイッチアレイＣによって、データドライバ回路１００の各出
力端子が６本のデータ線１０６にデータ電圧を印加する。時分割用のスイッチアレイＣが
追加となるが、スイッチアレイＱの動作は図７と同様である。この時のタイミングチャー
トを図９に示す。このようにＲＧＢ時分割の液晶パネル１０２であっても、データドライ
バ回路１００の低耐圧化が可能である。
【００３４】
　以上のように、本実施例によって、画質劣化の少ないドット反転駆動を低耐圧なドライ
バＬＳＩによって実現可能となる。
【実施例２】
【００３５】
　図１０は、本実施例の表示装置の構成図である。実施例１では、データドライバ回路１
００の第一極性用の出力端子ＴＡと第二極性用の出力端子ＴＢの低耐圧化のために、デー
タ線１０６の極性が反転する際に、データ線１０６をゲートドライバ回路１０１において
生成したＶｃｏｍ電圧と等しい５Ｖを供給するリセット電圧線１１３と接続していた。
【００３６】
　これを本実施例のように、データドライバ回路１００で生成したＶｃｏｍ（＝５Ｖ）を
供給するコモン線１０９と接続してもよい。ただし、データ線１０６とコモン線１０９と
を直に接続すると、データドライバ回路１００のコモン線１０９の５Ｖ出力部に、データ
線１０６の最大で１０Ｖ～０Ｖの電位差が発生し、高耐圧化が必要となる。そこで、コモ
ン線１０９にスイッチ１０００を設けて、データ線１０６とコモン線１０９とをスイッチ
アレイＱにて接続する際に、ゲートドライバ回路１０１で生成した制御信号ＥＱを反転さ
せた信号によって、このスイッチ１０００をオフにすることで、データ線１０６とデータ
ドライバ回路１００のコモン線１０９の５Ｖ出力部を切り離し、データドライバ回路１０
０の低耐圧化を実現する。
【００３７】
　なお、この際に、データ線１０６とコモン線１０９とを接続する部分に、コンデンサ１
００１を設けることで、スイッチ１０００をオフにした後もＶｃｏｍ電位を維持できるよ
うにしておく必要がある。また、実施例１と同様に、イコライズ中はスイッチアレイＡと
スイッチアレイＢを共にオフにしてデータ線１０６とデータドライバ回路１００を切り離
しておく。
【００３８】
　このように、本実施例によって、画質劣化の少ないドット反転駆動を低耐圧なドライバ
ＬＳＩによって実現可能となる。
【実施例３】
【００３９】
　図１１は、本実施例の表示装置の構成図である。実施例１，２では、データ線１０６に
Ｖｃｏｍ電圧と同電位の５Ｖを供給していたが、これを本実施例のように、ゲートドライ
バ回路１０１で生成した第一極性側の最大電位である１０Ｖと第二極性側の最小電位であ
る０Ｖ（＝ＧＮＤ）を供給するようにしてもよい。
【００４０】
　本実施例は、実施例１，２と対比すると、新たに、データ線１０６の接続先を選択する
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ためのスイッチアレイＦとスイッチアレイＧを備えており、それぞれをゲートドライバ回
路１０１から出力されたスイッチアレイ制御信号ＳＦと制御信号ＳＧによって制御する。
【００４１】
　図１１において、データ線１０６の電位が、第一極性から第二極性へ反転する際は、ゲ
ートドライバ回路１０１で生成した０Ｖを供給するリセット電圧線１１０１とデータ線１
０６とを接続し、第二極性から第一極性へ反転する際は、ゲートドライバ回路１０１で生
成した１０Ｖを供給するリセット電圧線１１００とデータ線１０６とを接続することで、
第一極性用の出力端子ＴＡに発生する電位差を最大で１０Ｖ～５Ｖ、第二極性用の出力端
子ＴＢに発生する電位差を最大で５Ｖ～０Ｖに抑えることができる。
【００４２】
　この時のタイミングチャートを図１２に示す。図１２のデータ線Ｄ１に着目すると、フ
レームＡではスイッチアレイＡがオンになり第一極性用の出力端子ＴＡ１と接続され、デ
ータ線Ｄ１には第一極性の電位のデータ電圧が出力される。次に、フレームＢではスイッ
チアレイＢがオンになり第二極性用の出力端子ＴＢ１と接続され、データ線Ｄ１には第二
極性の電位のデータ電圧が出力される。そして、極性が反転する際に、スイッチアレイＧ
をオンにしてデータ線Ｄ１と０Ｖを供給するリセット電圧線１１０１とを接続することで
、第二極性用の出力端子ＴＢに発生する電位差を５Ｖ～０Ｖに抑えることができる。
【００４３】
　一方、データ線Ｄ１と対になるデータ線Ｄ２に着目すると、フレームＡではスイッチア
レイＡがオンになり第二極性用の出力端子ＴＢ１と接続され、データ線Ｄ２には第二極性
の電位の映像信号が出力される。また、フレームＢではスイッチアレイＢがオンになり第
一極性用の出力端子ＴＡ１と接続され、データ線Ｄ２には第一極性の電位の映像信号が出
力される。そして、極性が反転する際に、スイッチアレイＧをオンにしてデータ線Ｄ２と
１０Ｖを供給するリセット電圧線１１００とを接続することで、第一極性用の出力端子Ｔ
Ａに発生する電位差を１０Ｖ～５Ｖレベルに抑えることができる。
【００４４】
　このように、フレームＡからフレームＢに切り替わるときには、スイッチアレイＧをオ
ンとし、フレームＢからフレームＡに切り替わるときには、スイッチアレイＦをオンとす
る。なお、本実施例では、リセット電圧が１０Ｖと０Ｖの場合を例にあげて説明を行った
が、１０Ｖは第一極性の範囲内における任意の電位、０Ｖは第二極性の範囲内における任
意の電位であってもよい。
【００４５】
　以上のように、本実施例によって、データ線１０６に１０Ｖ又は０Ｖのリセット電圧を
供給した場合でも、５Ｖのリセット電圧を供給した時と同じように、画質劣化の少ないド
ット反転駆動を低耐圧なドライバＬＳＩによって実現可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】本発明に係る表示装置の構成図
【図２】図１に示す参照電圧生成回路１１２の内部構成図
【図３】図２でレベルシフトされた映像信号の電位遷移図
【図４】図１に示す電源回路１０４の内部構成
【図５】図４でレベルシフトされた電源電圧の電位遷移図
【図６】図１に示す液晶画素１１０の極性の変化図
【図７】図１に示す表示装置のタイミングチャート
【図８】ＲＧＢ時分割駆動表示装置の構成図
【図９】図８に示すＲＧＢ時分割駆動表示装置のタイミングチャート
【図１０】本発明に係る表示装置の別の構成図
【図１１】本発明に係る表示装置の別の構成図
【図１２】図１１に示す表示装置のタイミングチャート
【符号の説明】
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【００４７】
１００…データドライバ回路、１０１…ゲートドライバ回路、１０２…液晶パネル、１０
３…タイミングコントローラ、１０４…データドライバ内蔵電源回路、１０５…ゲートド
ライバ内蔵電源回路、１０６…データ線、１０７…ゲート線、１０８…ＴＦＴ、１０９…
コモン線、１１０…液晶画素、１１１…表示領域、１１２…参照電圧生成回路、１１３…
５Ｖリセット電圧線、２００…レベルシフタＡを通過後の映像信号、２０１…第二極性用
ラッチ回路の制御信号、２０２…第二極性用ラッチ回路、２０３…第二極性用ＤＡ変換回
路、２０４…第二極性用出力回路、２０５…レベルシフタＢを通過後の映像信号、２０６
…レベルシフタＣを通過後の映像信号、２０７…レベルシフタＤを通過後の映像信号、２
０８…レベルシフタＥを通過後の映像信号、２０９…第一極性用ラッチ回路の制御信号、
２１０…第一極性用ラッチ回路、２１１…第一極性用ＤＡ変換回路、２１２…第一極性用
出力回路、４００…昇圧回路Ａ用制御信号、４０１…昇圧回路Ｂ用制御信号、４０２…昇
圧回路Ｃ用制御信号、１０００…コモン線制御スイッチ、１００１…Ｖｃｏｍ電位保持用
コンデンサ、１１００…１０Ｖリセット電圧線、１１０１…０Ｖリセット電圧線
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